
議案第７４号

コミュニティ施設の統廃合に伴う関係条例の整備に関する条例を定めることについ

て

コミュニティ施設の統廃合に伴う関係条例の整備に関する条例を次のとおり定める。

コミュニティ施設の統廃合に伴う関係条例の整備に関する条例

（和光市コミユニテイセンター設置及び管理条例の一部改正）

第１条 和光市コミユニテイセンター設置及び管理条例（昭和５７年条例第８号）の一部

を次のように改正する。

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、改

正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。

改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当該

改正後部分に改める。

改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

和光市コミュニティセンター設置及び管理条
例

和光市コミユニテイセンター設置及び管理条
例

（設置） （設置）

第１条 地域住民が相互に連帯感を醸成し、心豊か
なコミュニティ形成を促進するため、コミュニテ
ィセンター（以下「センター」という。）を設置
する。

第１条 地域住民が相互に連帯感を醸成し、心豊か
なコミユニテイ形成を促進するため、コミユニテ
イセンター（以下「センター」という。）を設置
する。

（名称及び位置） （名称及び位置）

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりと
する。

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりと
する。

（業務）

第３条 センターは、施設の提供その他センターの
設置目的達成に必要な業務を行う。

（職員）

第４条 センターに必要な職員を置くことができる。

（休館日） （休業日）

第３条 センターの休館日は、次のとおりとする。
ただし、市長は、センターの管理上特に必要があ
ると認めるときは、これを変更し、又は臨時に休
館日を定めることができる。

第５条 センターの休業日は、次のとおりとする。
ただし、市長が認めたときは、この限りでない。

名称 位置

和光市新倉コミュニ
ティセンター

和光市新倉二丁目２６番
１号

和光市牛房コミュニ
ティセンター

和光市白子二丁目２８番
１３号

和光市白子コミュニ
ティセンター

和光市白子二丁目１５番
５１号

和光市白子吹上コミ
ュニティセンター

和光市白子三丁目８番２
１号

名称 位置

和光市吹上コミユニ
テイセンター

和光市白子３丁目１４番
１０号

和光市牛房コミユニ
テイセンター

和光市白子２丁目２８番
１３号

和光市新倉コミユニ
テイセンター

和光市新倉２丁目２６番
１号

和光市白子コミユニ
テイセンター

和光市白子２丁目１５番
５１号



⑴（略） ⑴（略）

⑵ １月１日から同月３日まで及び１２月２９日
から同月３１日まで

⑵ １月１日から同月３日及び１２月２９日から
同月３１日まで

２ 市長は、前項に定める休業日のほか、センター
の管理上特に必要があると認めるときは、臨時に
休業日を定めることができる。

（利用時間） （利用時間）

第４条 センターの施設及びこれに附属する設備（
以下「施設等」という。）の利用時間は、午前９
時から午後９時３０分までとする。ただし、市長
が必要と認めるときは、これを変更することがで
きる。

第６条 センターを利用することができる時間は、
午前９時から午後９時３０分までとする。

２ 施設等の利用時間の区分は、午前９時から１時
間を単位として設定する。ただし、午後９時から
午後９時３０分までの間は、３０分を単位として
設定する。

（利用者の範囲）

第５条 施設等を利用することができる者は、市内
に居住し、又は勤務し、若しくは通学する者で構
成され、規則に定めるところにより登録されたコ
ミュティ活動等を行う団体（以下「登録団体」と
いう。）とする。

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、センターの
管理上支障がないと認めるときは、登録団体以外
の者に施設等を利用させることができる。

（利用許可） （利用の許可）

第６条 施設等を利用しようとする者は、あらかじ
め市長の許可を受けなければならない。

第７条 センターの施設を利用しようとする者は、
市長の許可を受けなければならない。

２ 市長は、前項の許可（以下「利用許可」という。
）に条件を付することができる。

３ 市長は、センターの管理上支障があると認める
ときは、利用許可をしないものとする。

（利用の制限） （利用の制限）

第７条 市長は、施設等の利用について、次の各号
のいずれかに該当するときは、その利用に条件を
付し、又はその利用を拒むことができる。

第８条 市長は、センターの施設の利用について、
次の各号の一に該当するときは、その利用に条件
を付し、又はその利用を拒むことができる。

⑴ 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するお
それがあるとき。

⑴ 公益を害するおそれがあるとき。

⑵ センターの管理上、支障が生じるおそれがあ
るとき。

⑵ 管理上、支障のおそれがあるとき。

⑶ センターの設置の目的に反するとき。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認
めるとき。

⑶ その他市長が必要と認めるとき。

（利用権の譲渡等の禁止） （利用権の譲渡等の禁止）

第８条 利用許可を受けた者（以下「利用者」とい
う。）は、その権利を他人に譲渡し、又は転貸し
てはならない。

第９条 第７条の許可を受けた者（以下「利用者」
という。）は、その権利を他人に譲渡し、又は転
貸してはならない。

（使用料）

第９条 利用者は、施設等を利用するときは、別表
に定める使用料を納付しなければならない。

（使用料の減免）

第１０条 市長は、規則で定める場合その他特に必
要があると認める場合は、使用料を減額し、又は
免除することができる。

（使用料の還付）

第１１条 既納の使用料は、還付しない。ただし、



別表を次のように改める。

別表（第９条関係）

新倉コミュニティセンター使用料

（単位 円）

市長が特別の理由があると認めるときは、その全
部又は一部を還付することができる。

（利用許可の取消し等） （利用許可の取消等）

第１２条 市長は、センターの管理上必要があると
認めるとき、又は利用者が次の各号のいずれかに
該当するときは、利用許可に係る利用の条件を変
更し、若しくは利用を停止し、又は利用許可を取
り消すことができる。

第１０条 市長は、管理上必要があると認めるとき、
又は利用者が次の各号の一に該当するときは、当
該許可に係る利用の条件を変更し、若しくは利用
を停止し、又は当該許可を取り消すことができる。

⑴ 第６条第２項の規定により付した条件に違反
したとき。

⑴ 利用の目的に違反したとき。

⑵ 災害その他の事故により施設の利用ができな
くなつたとき。

⑵ 偽りその他不正な手段により利用許可を受け
たとき。

⑶ この条例又はこの条例に基づく規則の規定に
違反したとき。

⑶ この条例、又はこの条例に基づく規則に違反
したとき。

（原状回復） （原状回復）

第１３条 利用者は、施設等の利用を終了したとき
は、速やかにこれを原状に復さなければならない。
前条の規定により、利用を停止され、又は利用許
可を取り消されたときも、同様とする。

第１１条 利用者は、その利用が終つたときは、速
やかに当該施設を原状に復さなければならない。
前条の規定により、利用を停止され、又は利用許
可を取り消されたときも、同様とする。

（損害賠償） （損害賠償）

第１４条 センターを利用した者が、自己の責めに
帰すべき理由により、施設等をき損又は滅失した
ときは、市長の定める損害を賠償しなければなら
ない。

第１２条 利用者等が、自己の責めに帰すべき理由
により、センターの施設等をき損又は滅失したと
きは、市長の定める損害を賠償しなければならな
い。

（使用料）

第１３条 使用料を徴収する施設及びその使用料は、
別表のとおりとする。

（使用料の減免）

第１４条 市長は、公用または公益上特に必要があ
ると認めるときは、使用料を減免することができ
る。

（使用料の還付）

第１５条 既納の使用料は、還付しない。ただし、
次の各号の一に該当する場合は、その全部又は一
部を還付する。

⑴ センターの管理上特に必要があるため、市長
が利用の許可を取り消したとき。

⑵ 利用者の責めに帰することができない理由に
より、施設を利用できないとき。

（委任） （委任）

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規
則で定める。

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市
長が別に規則で定める。

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

和室 ５８０ ６，３８０



牛房コミュニティセンター使用料

（単位 円）

白子コミュニティセンター使用料

（単位 円）

白子吹上コミュニティセンター使用料

（単位 円）

備考

１ 全日とは１日の利用時間が１１時間以上の利用をいう。

２ 利用時間には、利用者側において利用後原状に復し、器具の整備、部屋の清掃等

をする時間を含むものとする。

３ 市民（市内に勤務し、又は通学する者を含む。以下同じ。）以外の者が利用し、

又は市民以外の者を主たる対象として利用する場合の使用料の額は、施設等の区分

ごとに定める使用料の額に１００分の１００を乗じて得た額を加算した額とする。

４ 午後９時から午後９時３０分までの間に利用する場合の使用料の額は、施設等の

区分ごとに定める１時間当たりの使用料の額に１００分の５０を乗じて得た額を控

多目的ホール ９３０ １０，２３０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

ホール ９４０ １０，３４０

広間 ４８０ ５，２８０

会議室 １７０ １，８７０

和室 １６０ １，７６０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

展示室 ４９０ ５，３９０

和室（Ａ） １，０５０ １１，５５０

和室（Ｂ） ２９０ ３，１９０

会議室 １６０ １，７６０

視聴覚室（Ａ） ５８０ ６，３８０

視聴覚室（Ｂ） ２９０ ３，１９０

調理室 １９０ ２，０９０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

多目的室１ ４５０ ４，９５０

多目的室２ ３７０ ４，０７０

多目的室３ ３５０ ３，８５０

多目的室４ ３７０ ４，０７０



除した額とする。

５ 使用料の額に１０円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てる。

（和光市地域センター条例の一部改正）

第２条 和光市地域センター条例（平成９年条例第７号）の一部を次のように改正する。

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、改

正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。

改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当該

改正後部分に改める。

改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

和光市地域センター設置及び管理条例 和光市地域センター条例

（名称及び位置） （名称及び位置）

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりと
する。

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりと
する。

（休館日）

第３条 センターの休館日は、１月１日から同月３
日まで及び１２月２９日から同月３１日までとす
る。ただし、市長は、センターの管理上特に必要
があると認めるときは、これを変更し、又は臨時
に休館日を定めることができる。

（利用時間）

第４条 センターの施設及びこれに附属する設備（
以下「施設等」という。）の利用時間は、午前９
時から午後１０時までとする。ただし、市長が必
要と認めるときは、これを変更することができる。

２ 施設等の利用時間の区分は、午前９時から１時
間を単位として設定する。

（利用者の範囲） （利用者の範囲）

第５条 施設等を利用することができる者は、市内
に居住し、又は勤務し、若しくは通学する者で構
成され、規則に定めるところにより登録された自
治活動等を行う団体（以下「登録団体」という。
）とする。

第３条 センターを利用することができるものは、
市に居住し、又は市内に勤務する者で構成され、
規則に定めるところにより登録された自治活動等
を行う団体（以下「登録団体」という。）とする。

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、センターの
管理上支障がないと認めるときは、登録団体以外
の者に施設等を利用させることができる。

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、センターの
運営に支障がないときは、登録団体以外のものに
センターを利用させることができる。

（利用許可） （利用の許可）

第６条 施設等を利用しようとする者は、あらかじ
め市長の許可を受けなければならない。

第４条 センターを利用しようとするものは、あら
かじめ市長の許可を受けなければならない。

２ 市長は、前項の許可（以下「利用許可」という。
）に条件を付することができる。

２ 市長は、前項の許可に条件を付することができ
る。

３ 市長は、センターの管理上支障があると認める
ときは、利用許可をしないものとする。

３ 市長は、センターの管理上支障があると認める
ときは、第１項の利用の許可をしないものとする。

名称 位置

（略）

和光市向山地域センター （略）

名称 位置

（略）

和光市向山地域センター （略）

和光市城山地域センター 和光市白子三丁目
４番５５号



（利用の制限）

第７条 市長は、施設等の利用について、次の各号
のいずれかに該当するときは、その利用に条件を
付し、又はその利用を拒むことができる。

⑴ 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するお
それがあるとき。

⑵ センターの管理上、支障が生じるおそれがあ
るとき。

⑶ センターの設置の目的に反するとき。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認
めるとき。

（利用権の譲渡等の禁止）

第８条 利用許可を受けた者（以下「利用者」とい
う。）は、その権利を他人に譲渡し、又は転貸し
てはならない。

（使用料）

第９条 利用者は、施設等を利用するときは、別表
に定める使用料を納付しなければならない。

（使用料の減免）

第１０条 市長は、規則で定める場合その他特に必
要があると認める場合は、使用料を減額し、又は
免除することができる。

（使用料の還付）

第１１条 既納の使用料は、還付しない。ただし、
市長が特別の理由があると認めるときは、その全
部又は一部を還付することができる。

（利用許可の取消し等） （利用許可の取消し等）

第１２条 市長は、センターの管理上必要があると
認めるとき、又は利用者が次の各号のいずれかに
該当するときは、利用許可に係る利用の条件を変
更し、若しくは利用を停止し、又は利用許可を取
消すことができる。

第５条 市長は、センターの管理上支障があるとき
又は利用の許可の申請に偽りがあったときは、利
用を停止し、又は利用の許可を取り消すことがで
きる。

⑴ 第６条第２項の規定により付した条件に違反
したとき。

⑵ 偽りその他不正な手段により利用許可を受け
たとき。

⑶ この条例又はこの条例に基づく規則の規定に
違反したとき。

（原状回復）

第１３条 利用者は、施設等の利用を終了したとき
は、速やかにこれを原状に復さなければならない。
前条の規定により、利用を停止され、又は利用許
可を取り消されたときも、同様とする。

（損害賠償）

第１４条 センターを利用した者が、自己の責めに
帰すべき理由により、施設等をき損又は滅失した
ときは、市長の定める損害を賠償しなければなら
ない。

（使用料）

第６条 登録団体が利用するときは、使用料は、無
料とする。

２ 登録団体以外のものが利用するときは、別表に
定める使用料を納付しなければならない。

３ 市長は、規則で定める場合その他特に必要があ
ると認める場合は、使用料を減額し、又は免除す
ることができる。



別表を次のように改める。

別表（第９条関係）

白子宿地域センター

（単位 円）

新倉北地域センター

（単位 円）

本町地域センター

（単位 円）

南地域センター

（単位 円）

４ 既納の使用料は、返還しない。ただし、規則で
定める場合は、この限りでない。

（委任） （委任）

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規
則で定める。

第７条 この条例の施行に関し必要な事項は、別に
定める。

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

多目的室 ２８０ ３，０８０

広間 ２２０ ２，４２０

和室 １００ １，１００

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

和室１ ２５０ ２，７５０

和室２ ２５０ ２，７５０

会議室 ４４０ ４，８４０

多目的室 ４３０ ４，７３０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

和室１ １４０ １，５４０

和室２ １３０ １，４３０

和室３ ２７０ ２，９７０

会議室１ １４０ １，５４０

会議室２ １３０ １，４３０

会議室３ ２７０ ２，９７０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

多目的室１ ２２０ ２，４２０

多目的室２ ２３０ ２，５３０

和室１ ２２０ ２，４２０



向山地域センター

（単位 円）

備考

１ 全日とは１日の利用時間が１１時間以上の利用をいう。

２ 利用時間には、利用者側において利用後原状に復し、器具の整備、部屋の清掃等

をする時間を含むものとする。

３ 市民（市内に勤務し、又は通学する者を含む。以下同じ。）以外の者が利用し、

又は市民以外の者を主たる対象として利用する場合の使用料の額は、施設等の区分

ごとに定める使用料の額に１００分の１００を乗じて得た額を加算した額とする。

４ 使用料の額に１０円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てる。

（和光市役所出張所設置条例の一部改正）

第３条 和光市役所出張所設置条例（平成元年条例第２号）の一部を次のように改正する。

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、改

正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。

改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当該

改正後部分に改める。

改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

（名称、位置及び所管区域） （名称、位置及び所管区域）

第２条 出張所の名称、位置及び所管区域は、次の
とおりとする。

第２条 出張所の名称、位置及び所管区域は、次の
とおりとする。

出張所の名称 出張所の位置 所管区域

和光市役所駅
出張所

和光市本町３番３号 市内全域

和光市役所牛
房出張所

和光市白子二丁目２
８番１３号

和光市役所坂
下出張所

和光市新倉三丁目４
番１８号

出張所の名称 出張所の位置 所管区域
和光市役所駅
出張所

和光市本町３番３号 市内全域

和光市役所牛
房出張所

和光市白子二丁目２
８番１３号

和光市役所吹
上出張所

和光市白子三丁目１
４番１０号

和室２ ２４０ ２，６４０

会議室 １２０ １，３２０

施設等 １時間当たりの使用料 全日の使用料

多目的室１ ２３０ ２，５３０

多目的室２ ２１０ ２，３１０

和室１ ２６０ ２，８６０

和室２ ２６０ ２，８６０

会議室 １４０ １，５４０



附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第３項の規定は、公布の日か

ら施行する。

（経過措置）

２ 第１条の規定による改正後の和光市コミュニティセンター設置及び管理条例別表の規

定及び第２条の規定による改正後の和光市地域センター条例別表の規定は、施行日以後

のコミュニティセンター及び地域センターの利用から適用し、同日前のコミュニティセ

ンター及び地域センターの利用については、なお従前の例による。

（準備行為）

３ この条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の施行の日前においても行う

ことができる。

令和３年１２月２日提出

和光市長 柴﨑 光子

提 案 理 由

コミュニティ施設の統廃合に伴い、地方自治法第２２８条第１項及び第２４４条の２第

１項の規定により関係条例を改正したいので、同法第９６条第１項第１号の規定によりこ

の案を提出するものである。

和光市役所白
子吹上出張所

和光市白子三丁目８
番２１号

和光市役所坂
下出張所

和光市新倉三丁目４
番１８号


